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●次回は、統合後に使用する校舎のメリット、デメリットを整理しながら、引き続き協議

します。 

 

 

 

 

 

 

 

★ 各委員から出された意見や、統合に伴う課題につい

て、各所属団体で情報共有するとともに意見集約し、次

回以降、引き続き検討する。 

＜協議の中で出された主な意見等＞

今回の協議で確認した事項 

 

○茨島卸町地区から旭北小までや高陽青

柳町から旭南小までは、通学距離が長

くなるため、隣接する他校との調整も

進める必要がある。 

 

 

令和３年１０月６日発行 秋田市教育委員会 

秋田市学校適正配置  

中央地域ブロック協議会だより 
                                 第８号 

 

 

検

討 

域  

討委員会の協議内容について 

地域協議の第 1 段階である地域ブロック協議会で決定した旭北小、旭南小の組合せ

について、統合の可否を検討するため、統合の時期や使用する校舎などについて、協議

を行っております。 

 

○旭北小と旭南小のどちらの校舎を使用す

るにしても、通学距離や時間が長くなる

ため、スクールバスの運行を含めて、児

童の安全を確保する必要がある。 

 

○児童数の減少に伴い、２校の組合せで検

討することに異論はないが、市の中心部

でバス通学せざるを得ない状況であれ

ば、この機会に学区の見直しを検討すべ

きと思う。 

 

○将来の子どもたちのことを思って検討

を進めていく必要があるが、どちらの

校舎を使用するにしても、メリット、

デメリットがある。 

 

央地域における今後の学校統合検討委員会の開催予定 中

討 

域  

参考資料① 
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●お問い合わせ先● 

秋田市教育委員会学校適正配置推進室 

秋田市山王一丁目１番１号 

○電 話 018-888-5812  

○ＦＡＸ 018-888-5804  

○e-mail  ro-edaz@city.akita.lg.jp 

https://www.city.akita.lg.jp/kyoikuiinkai/1010626/1021066.html 

※地域協議で提示した資料は、市のホームページで公開しています。 

 

【広報 ID:1021066】 

＜協議の中で出された主な意見等＞

○中通小は単級であることが最大の課題であったが、今後は１学年２学級で推移するこ

とが予想される。 

○秋田南中の改築により児童数が増加する可能性もあることから、今後の児童数の推移

を見ながら、協議を再開してはどうか。 

 

 
○築山小ＰＴＡとしても急いで統合を進める必要はないと思う。 

○この学校統合検討委員会は、ＰＴＡや地域の代表者が集まる貴重な機会であることか

ら、１年に１回程度、今後の児童数の推移を見ながら、意見交換してはどうか。 

 

 

★ 築山小、中通小学校統合検討委員会は、今後の児童

数の推移を見ながら、１年に１回を目途に、協議を開催す

る。 

 

今回の協議で確認した事項 

 

１年に１回協議開催 

地域協議の第 1 段階である地域ブロック協議会で決定した築山小、中通小の組合せ

について、統合の可否を検討するため、統合の時期や使用する校舎などについて、協議

を行っております。 

 

検

討 

域  

討委員会の協議内容について 
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